
【主催】公益財団法人こども教育支援財団 

「夏休み親⼦宿泊体験教室」は、こども教育⽀援財団が設⽴当初から取り組んでいる
「不登校児童・⽣徒への⽀援活動」の⼀環として、毎年開催している事業です。

【主催】公益財団法人こども教育支援財団 

2023年度
2023年度

千葉市少年自然の家
（千葉県長生郡長柄町針ヶ谷字中野1591-40） 

1日目
14:00 ⼊所式
15:00 チーム作り
16:00 レクリエーション
19:00 ビンゴ⼤会

2日目
  9:00 制作・体験など
13:00 メモリー交流会
    （ お互いに⾊紙記⼊）
          退所式

大宮駅周辺、柏駅周辺、千葉駅周辺、高田馬場駅周辺、桜木町駅周辺
】 

学校に行きづらさを感じる
小学生・中学生とその保護者

70名

　1人  15,000円  △別途交通費（実費）がかかります
　※遠方参加者割引：1人10,000円
　バス集合場所から100キロ以上離れている場合

こども教育支援財団の教職員、大学生スタッフ

いずれも心理学や教育学を学び研修を修了した者）が指導にあたります

※写真は過去年度の活動の様子です プログラムは内容変更・中止になる場合があります



＜参加申し込み用紙＞

【申し込み方法】
参加申し込み用紙に必要事項を記入の上、FAXでお申し込みください。
もしくは、必要事項をメール本文に記入して、メールにてお送りください。

FAX　04-7146-2455　kashiwa_info@kodomo-zaidan.net    締切　8月  7日 17：00まで

申し込み内容を確認後、健康調査票をお送りさせていただきます。
参加者には改めて旅行会社より、旅行契約に関する書類（請求書等）を送付させていただきます。

＜ごあいさつ＞
公益財団法人こども教育支援財団は、平成13年の設立以来、未来の社会を担うかけがえのない子どもたちの
「生きる力」を育むことを目的として、学校、家庭、地域社会との連携のもと、各種教育支援活動を実施しています。
弊財団では、設立当初から「不登校児童・生徒の学校復帰支援活動」を実施しており、
その一環として「親子宿泊体験教室」を毎年開催しています。
学校に行きづらさを感じる悩みを抱える方々にとって、未来への扉となることを切に
願っておりますので、こうした機会をぜひご活用いただければ幸いです。

この活動では、団体広報や子どもゆめ基金への報告のために写真撮影を行います。撮影した写真や映像等は、広報用にHPやSNS、刊行物等に掲載することがあります。
なお、子どもゆめ基金へ報告用に提出した個人情報（写真）は、「（独）国立青少年教育振興機構が保有する個人情報の適切な管理に関する規程」に基づき、
子どもゆめ基金助成業務以外の目的には使用されません。

※記入いただいた個人情報は、資料送付のために利用します。それ以外の目的で利用することはありません。
※定員に達し次第、受付を終了させていただきます。

小・中　 年

保護者 （続柄： 　）
ご住所

小・中　 年 自宅： － －

保護者 （続柄： 　　 　） 携帯： － －

小・中　 年

保護者 （続柄：　　 　）

〒

お名前

フリガナ

フリガナ

ビデオ・写真撮影に関する同意（〇印をいれてください）
撮影された動画は、東京大志学園の紹介などに使用されます。

電話番号

集合場所

フリガナ

合計　 　　 名　

1

2

3
  大宮  ・  柏  ・  千葉  ・  高田馬場  ・  桜木町

※最寄りの集合場所を〇で囲んでください

Q&A

⼈⾒知りなのですが
友達ができますか︖

こども教育⽀援財団の⻑年の知⾒に基づいた、
少しずつ⾃然と交流が深まるプログラムになっています。
また、年齢の近い⼤学⽣スタッフや⾼校⽣参加者も

プログラムのサポートをしてくれるので、
安⼼してご参加ください。

すが
か︖

全てのワークに
参加する⾃⾝がありません
⼤丈夫でしょうか︖

もちろん無理のない範囲で参加できます。
ワーク参加に不安がある場合はスタッフに

声をかけてください。

段階的にコミュニケーションが
深められるようにプログラムが
組まれています。
「できるかもしれない」という気持ちを
育むためには、丁寧なスモールアップの
プログラムが必要です。
10年以上、研究と実践、改善を
重ねてきたプログラムを⽤いて、
多くの⼦どもたちに、
⾃信をつけていきます。

心配なことを確認してから
まずは参加してみる

3~5人の友達を作る

2人でチームを組む→協力

小人数でチームを組む→協動

チームを組む→闘争

集団に対して
交流を求める

仲間に
認められる

ムを組む→協力

だんだん
⾃信が
湧いてくる


